
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３次男女共同参画プランまるがめ 

令和３年度事業計画 

（現行プラン最終年） 

 

令和３年７月 

  

丸亀市総務部人権課男女共同参画室 

資料６ 

《本資料について》 

本資料は、｢第３次男女共同参画プランまるがめ｣に掲載しているす

べての施策について、担当課ごとに令和３年度の事業実施計画を記載

したものです。事業計画が空欄になっている箇所は、｢令和３年度の事

業計画なし｣という意味です。 

本事業計画については、昨年度同様、年度末に実績及び担当課長に

よる施策実施評価とその理由記載を依頼する予定です。 

 本事業計画は、令和２年度事業実績に対する審議会の評価・コメン

トとの整合性を踏まえながら、ご確認ください 
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目標１　　男女共同参画の意識づくり

施策
番号

【1】

施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・市の広報紙８月、１０月、１２月に「ホッとコラム人権」の掲載

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

《目指すまちの姿》
　男性も女性も一人ひとりが誇りを持って自分らしく生きています。「男は仕事、女は家庭」と
いった固定的な性別役割分担意識にとらわれず、個人として等しく尊重され、男女共同参画の必要
性について理解を深めています。

人権尊重・男女共同参画意識の醸成に向けた広報、啓発の充実

多様な団体との連携、あらゆる年齢層に情報が届くような様々な広報媒体の活用、男女共同参画
の必要性について共感を得られるような内容・方法による効果的な広報・啓発活動を行います。

1 数
値
目
標

担当課 人権課

R3
事業計画

・令和3年1月施行の「丸亀市人権を尊重し多様性を認め合うまちを実現する条例」の
周知をはじめ、人権啓発の推進、人権尊重の理解促進のため、市の広報紙、ホーム
ページ等を活用した情報発信を継続的に実施し、周知・啓発に努める。
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H28 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

年10回
(年20回）
年22回

(年24回）
年23回

(年26回）
年23回

(年28回）
年27回

(年30回）
年30回

H27 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

年375回
(年410回)

年347回
(年450回)

年299回
(年500回)

年269回
(年550回)

372回
(年600回)

年600回

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

R3事業計画
に関する具
体的な目標

①内閣府発行の啓発誌「共同参画」や丸亀市男女共同参画情報誌「ゆめ」等、冊子や
リーフレット等の収集、閲覧に努める。
②「男女共同参画白書」や「女性白書」などの定期的な購入、男女共同参画に関する
書籍の収集に努める。

R3
事業実績

3 数
値
目
標

担当課 図書館

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

①男女共同参画に関するパンフレットなど資料の収集、提供を継続して実施する。
②男女共同参画を啓発できるような図書を精選し、蔵書の充実に努める。

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

2

数
値
目
標

《指標》 SNSを使った広報回数　　　　　　　　　※（　　）は当該年度の目標値

担当課
人権課男女共
同参画室

《指標》 市ホームページの「男女共同参画」ページへのアクセス回数

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら

R3
事業計画

①男女共同参画週間（６／23～６／29）にあわせたパネル展を新庁舎にて実施。連動
企画として、図書館での関連図書陳列を実施依頼
②マルタスを活用して住民参加型の男女共同参画を考えるワークショップを開催する
③固定的な性別役割分担意識の解消につなげるため、男女共同参画キャッチコピーの
募集を実施する（イメージイラストを提示し、それに合ったコピーを考えてもら
う）。
④男女共同参画情報紙｢ゆめ｣による啓発実施（２回発行予定）。
⑤男女共同参画にあまり関心のない人にも情報が届くようにするため、丸亀市フェイ
スブックによる情報発信を行う（２週に１回程度プラス６回）。また、フェイスブッ
ク掲載記事から市ホームページにアクセスされるよう関連記事にリンクさせる。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

①広報６月号に男女共同参画週間について掲載。
②マルタスでのワークショップを１回以上実施する
③昨年度のキャッチコピー入賞作品を印刷したポケットティッシュをコミュニティセ
ンター、市内事業所（80社）に配布。今年度の募集チラシは図書館、コミュニティセ
ンター、モデル保育所、市内事業所（80社）へ掲示依頼し、250人以上からの応募を
目標。入賞結果は多会場で掲示（６か所）
④多くの人に読んでもらうため、紙面づくりから関わってもらう（取材人数:年５人
以上）。幅広い年齢層へ周知するため、高校生（１年生）への配布を実施。
⑤フェイスブックへの記事掲載を年に30回、市ホームページの｢男女共同参画｣ページ
へのアクセス回数を年600回。掲載内容を最新のものに変更していく。
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現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

H28 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

－
（０人）
０人

（５人）
０人

（10人）
０人

（15人）
０人

（20人）
20人

R3
事業計画

地域や団体などと連携し、高校生や青年を全国大会等に派遣し、県外の人々との交流
活動や意見交換を通じて、様々な情報を収集し、人権意識の高揚を図るとともに、地
域におけるリーダーを育成する

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・部落解放全国女性集会参加
・人権保育夏季研修会参加
・部落解放全国高校生集会参加
・部落解放全国青年集会参加

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

5
数
値
目
標

《指標》 男女共同参画を推進するリーダーの登録者数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　※（　　）は当該年度の目標値

担当課

4 数
値
目
標

担当課 人権課

人権課男女共
同参画室

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

①女性人材リストの作成を改めて実行する。リスト掲載者が更なる活躍ができるよう
支援していく
②かがわ男女共同参画推進員の活動協力、支援を行う

R3事業計画
に関する具
体的な目標

①コロナ禍においても活動できるように、スキルアップ講座は、オンライン実施も視
野に入れ検討する（1回以上実施）
②パネルの貸出、フェイスブックでの活動紹介など、それぞれ２回以上の支援を行う

R3
事業実績
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施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

市が制作する広報物などについて、人権尊重と男女共同参画の視点に立った適切な表現を推進し
ます。

6 数
値
目
標

担当課 人権課

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

市職員への研修において、人権尊重と男女共同参画の視点に立った、適切な表現の使
用について啓発する。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・市職員研修の実施
・市会計年度任用職員研修の実施

R3
事業実績

7 数
値
目
標

担当課
人権課男女共
同参画室

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

・次期プラン策定に向け、啓発用イラストを作成する。これを活用して｢ジェンダー
イラストの表現ハンドブック｣を改訂し、全庁周知を行う

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・市ホームページやフェイスブック等での表現方法において適切な表現になっている
か、定期的にチェックする。さらに、男女共同参画の視点に立った適切な表現につい
て、市役所内外に向けた情報発信を行う。（１回以上）
・「ジェンダーイラストの表現ハンドブック」を刷新する

R3
事業実績
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目標１　　男女共同参画の意識づくり

施策
番号

【2】

施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

《目指すまちの姿》
　男性も女性も一人ひとりが誇りを持って自分らしく生きています。「男は仕事、女は家庭」と
いった固定的な性別役割分担意識にとらわれず、個人として等しく尊重され、男女共同参画の必要
性について理解を深めています。

情報の収集、提供と実態調査の実施

市民が、男女共同参画をめぐる国際社会の動きと我が国の状況について理解を深められるように、
国際的動向などの情報収集と提供を行います。

8 数
値
目
標

担当課
人権課男女共
同参画室

R3
事業計画

・出前講座や市ホームページ、フェイスブックで、国際的に見た我が国の男女共同参
画の現状（ジェンダー･ギャップ指数など）を知らせる。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・｢国際女性デー｣や｢イコールペイデイ｣などに合わせたパネル展を新庁舎にて実施
（5月、3月）。ホームページなどで2回以上発信する
・コミュニティ掲示板に男女共同参画コーナーを設け、定期的にクイズ形式の啓発情
報を掲示してもらう（10コミュニティ以上）。その中で国際的な情報を１回以上扱う

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題
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施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

10 数
値
目
標

担当課
人権課男女共
同参画室

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

・令和2年12月に実施した「同和問題等に関する丸亀市職員意識調査」の結果を、今
後の人権施策に活用する

R3事業計画
に関する具
体的な目標

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

人権や男女共同参画に関する調査を行い、把握したデータなどを基に、実態把握と今後の施策検
討を行います。

9 数
値
目
標

担当課 人権課

R3
事業計画

次期プラン策定に向けた市民フォーラム等を通じ、これまでのワーク・ライフ・バラ
ンス事業（コンサルタント派遣事業など）の成果などを周知する

R3事業計画
に関する具
体的な目標

市民フォーラムを市内２か所で開催する。その際、これまでの取り組み成果及び市民
アンケート・企業アンケートの結果から見える課題などを伝え、次期プランでの取り
組みを具体的に周知する（市民フォーラム参加者には入札における加点対象の講座と
して周知する予定）

R3
事業実績

市職員や会計年度任用職員の全職員を対象に、意識調査の結果を利用し、人権・同和
問題解決に向けての効果的な研修を実施する。

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果
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目標2　　男女共同参画を推進する教育、学習の充実

施策
番号

【1】

施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

・人権尊重や男女共同参画の視点に立ち、日々の保育において一人ひとりを大切にし
た教育・保育を進めていく。
・人権や男女共同参画に関する研修等に積極的に参加し、園・所全体の意識向上につ
なげる。
・人権課と連携を取り、研修の工夫をしながら積極的に行っていく。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・人権や男女共同参画に関する研修に参加し理解を深める。。（年間1回以上参加）
・日々の保育の中で様々な場面を捉え、子どもたちに応じた人権(生命の尊さ、障が
い、異文化、男女など）について伝えていく。
・全施設において男女共同参画のモデルとなるように向上に努め、保護者への啓発に
力を入れていく。

R3
事業実績

《目指すまちの姿》
　家庭、学校、地域において、子どもから大人まで、男女共同参画や自分らしく主体的に生きてい
くことの大切さを学ぶ機会が充実しています。そして、子どもたちは、学校だけでなく、家庭や地
域においても、男女共同参画の意識を持つ大人たちからの声かけや働きかけにより、男女が協力し
て家庭生活を築くことや社会へ参画していくことの重要性について理解を深めながら成長していま
す。

男女共同参画の視点に立った教育、保育の推進

子どもが発達段階に応じて人権尊重や男女共同参画への理解を深めることができるよう、男女共
同参画の視点に立った学校運営や教育、学習、保育を充実させます。

11 数
値
目
標

担当課 幼保運営課
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現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

13 数
値
目
標

担当課 幼保運営課

12 数
値
目
標

担当課 学校教育課

R3
事業計画

・男女共同参画の視点をもった環境整備や指導についての参考資料を作成し、校長会
等で配布する。
・各学校で発生した人権に関する課題を学校と教育委員会が連携しながら、解決でき
るよう連携を密にする。

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・人権教育の年間計画の中に男女共同参画の視点を含む活動を取り入れ、定期的に振
り返りを行うよう指導することで、教職員の意識を高める。
・課題が生じた時には、各学校を訪問し、教育委員会を中心に各関係機関と協力し問
題解決をしていく。

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

教職員や保育士が、男女共同参画の理念とジェンダーに関する理解を深められる機会を提供しま
す。

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

・研修の工夫をし、保育所・幼稚園・こども園の保育者が積極的に受講して男女共同
参画の理念とジェンダーに関する理解を深めていく。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・男女共同参画の理念とジェンダーについての正しい認識を深めるため、園内研修や
オンライン研修など研修の工夫をし実施する。

R3
事業実績
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現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

・人権課と連携し、教職員を対象にした男女共同参画やLGBTに関する研修や指導を行
う。
・パンフレット等を配布し啓発を行っていくだけでなく、パンフレットの内容につい
て現職教育の時間に協議するなど実践を行うように周知する。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・人権課と連携し、男女共同参画やLGBTに関して教職員が幼児・児童・生徒に指導で
きるよう、研修の内容を工夫する。
・LGBTに関する協議や、実践活動を積極的に行うことで、さらに理解を深めることが
できる。

R3
事業実績

14 数
値
目
標

担当課 学校教育課

9



目標2　　男女共同参画を推進する教育、学習の充実

施策
番号

【2】

施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

《目指すまちの姿》
　家庭、学校、地域において、子どもから大人まで、男女共同参画や自分らしく主体的に生きてい
くことの大切さを学ぶ機会が充実しています。そして、子どもたちは、学校だけでなく、家庭や地
域においても、男女共同参画の意識を持つ大人たちからの声かけや働きかけにより、男女が協力し
て家庭生活を築くことや社会へ参画していくことの重要性について理解を深めながら成長していま
す。

男女共同参画の視点に立った進路指導、キャリア教育の推進

子どものころから、家庭生活を基盤とした人生設計と、生涯の仕事やキャリアについて学び、考える
機会を提供します。

15 数
値
目
標

担当課 学校教育課

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

・小学校高学年におけるキャリア教育では、多種多様な職業があることを知るための
機会を設ける活動を年間指導計画に位置付け、前向きに将来を考えていけるように
キャリア・パスポートを活用することを、各校に指導する。
・中学校では、職場体験において、男女共同参画の視点を取り入れた事前や事後の指
導の時間を確保するように指導する。
・男女共同参画の視点に立った教育活動の実践について、校長会にてアンケートを実
施する。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・小学校では、男女共同参画の視点を取り入れた仕事についての意識が高まる。
（60％）
・中学校では、事業所訪問や職場体験活動における、事業所選択の際に男女共同参画
の視点が意識できる。（70％）

R3
事業実績
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目標2　　男女共同参画を推進する教育、学習の充実

施策
番号

【3】

施策の
内容

H28 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

年６回
（年８回）
年10回

（年８回）
年７回

（年９回）
年８回

(年９回)
年５回

(年10回)
年10回

《目指すまちの姿》
　家庭、学校、地域において、子どもから大人まで、男女共同参画や自分らしく主体的に生きてい
くことの大切さを学ぶ機会が充実しています。そして、子どもたちは、学校だけでなく、家庭や地
域においても、男女共同参画の意識を持つ大人たちからの声かけや働きかけにより、男女が協力し
て家庭生活を築くことや社会へ参画していくことの重要性について理解を深めながら成長していま
す。

男女共同参画の推進に向けた学習機会の提供

男女がともに、社会の様々な事柄を男女共同参画の視点で理解し、豊かに生きる力を養うことがで
きるよう、また、家庭や地域において、男女共同参画の視点を持って子どもを教育することができる
よう、情報や学習機会を提供します。

16
数
値
目
標

《指標》 男女共同参画を推進する講演会や講座、セミナーなどの開催回数
                                                                  ※（　　）は当該年度の目標値

担当課
人権課男女共
同参画室

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

①男女共同参画セミナー（テーマ：あなたの身の回りの男女共同参画～キャッチコ
ピーを考えよう～（上半期）、『パープルリボンであなたの大切な人を守ろう』（下
半期））の開催
②男女共同参画モデル保育所による取り組みへの支援
③次期プラン策定に向けた企業ヒアリングにおいて、男女共同参画普及の意義につい
て周知する

R3事業計画
に関する具
体的な目標

①上半期のセミナーを２コミュ、下半期のセミナーを２コミュで実施
②男女共同参画モデル保育所での男女共同参画講演会開催１回。男女共同参画モデル
保育所の活動紹介を市ホームページなどで３回以上実施。
③企業ヒアリングを２回以上実施（令和２年度から継続実施）

R3
事業実績
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現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

男女共同参画モデル校へ絵本等の貸出を行う

R3事業計画
に関する具
体的な目標

育児参加のための楽しい読み聞かせおすすめ絵本や、性差にとらわれない仕事絵本
（女医、女性運転手、男性看護師など）の貸出を行い、男女共同参画モデル校事業へ
の協力を行う。

R3
事業実績

18 数
値
目
標

担当課 図書館

17 数
値
目
標

担当課
市民活動推進
課(生涯学習
課）

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

家庭の中だけでの子育てではなく、地域活動において老若男女が関わる社会を目指
し、家庭・地域・学校の連携をすすめるため、人や資源をつなぐ役割をする「地域
コーディネーター」を養成する。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

学校やコミュニティへ、事業を推進していくための理解が得られるように呼び掛けて
いく。また、コーディネーター養成塾を受講済みの人へ学習の機会を設け、知識の
アップデートを目指す。

R3
事業実績
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目標3　　政策・方針決定過程への女性参画の推進

施策
番号

【1】

施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値秘書広報課
(広聴広報課）

R3
事業計画

引き続き、男女共同参画社会の実現に向け、関係課と連携を図り、地域におけるネッ
トワークの構築と女性リーダーの育成のための意識啓発や学習機会の提供に努める。
・市政への関心を高め、理解を深めるよう、市ホームページ等を通じた各課の取り組
み情報の発信や、市民相談業務、出前講座等の継続的実施。

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3事業計画
に関する具
体的な目標

《各課取り組みの情報発信》
本市広報紙の発行（年12回）及びホームページ、フェイスブック等の運用。
《市民相談業務》
さまざまな方法で市民から市政に対する意見や質問等を受ける機会を設け、双方向で
の意思疎通を図ることで、市政への関心を高める。
コミュニティ市長懇談会、新成人と市長の懇談会、市民相談員による市民相談、その
他広聴広報課へ来課、電話、メール等での相談機会の提供。
《出前講座》
市民向け出前講座の実施

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

《目指すまちの姿》
　政策・方針決定の場に男女がバランスよく参加しています。そして、参加者が活発に意見を述べ
合うことで気づきと新しい発見が生まれ、多様な意見を反映させた決定が行われています。

政治への関心を高める取組の推進

担当課

女性議員数の増加にもつながるように、市民の政治への関心を高める取組を行います。

19 数
値
目
標

13



現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

・高校での出前講座（選挙管理委員会）の際、職業としての政治家について市議会女
性議員との会合結果を紹介できるようにする
・市ホームページ上で「女性の政治参画マップ」などの情報サイトを紹介する（自前
分析結果も加味すること）

20 数
値
目
標

担当課
人権課男女共
同参画室

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・男女関係なく市政に参加していく児童・生徒が育成できるように「市長・議長と語
る会」において体験活動を取り入れる。

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

R3
事業計画

・改選後の市議会女性議員との会合を持ち、住民にとって身近な市議会の働き、職業
としての議員生活について、紹介する
・国政選挙における女性候補者の割合、割合が低調な理由など分析結果を紹介する

R3
事業実績

・「市長・議長と語る会」などの体験活動において、政治への興味・関心が高まるよ
うに、児童・生徒の参加型の体験となるように企画・運営する。

21 数
値
目
標

担当課 学校教育課

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

R3事業計画
に関する具
体的な目標
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現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

22 数
値
目
標

担当課 議会事務局

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

議会内容を周知するとともに、市民の意見を把握するため、議会報告会及び意見交換
会を開催する。特に女性や若年層の参加を図り、政治への関心が高まるよう取り組ん
でいく。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

新型コロナウイルスの感染状況を踏まえ、感染症予防を徹底し、参加しやすい環境づ
くりに努める中で、前々年度を上回る参加者を得る。【数値目標：185人→200人】

R3
事業実績

23 数
値
目
標

担当課
選挙管理委員
会

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

若年層への選挙啓発の取組として、高校などで出前授業を拡充できるように努める。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

高校など4校以上に引き続き出前授業（模擬投票）を実施する。

R3
事業実績
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目標3　　政策・方針決定過程への女性参画の推進

施策
番号

【2】

施策の
内容

H27 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

①35.5％
②44.9％

③３

(①36.0%)
（②49.0%）

（③２）
①36.4％
②54.5％

③3

(①37.0%)
（②54.0%）

（③２）
①37.6％
②60.7％

③3

(①38.0%)
（②60.0%）

（③１）
①41.7％
②60.7％

③2

(①42.0%)
（②65.0%）

（③１）
①41.9％
②60.0％

③2

(①44.0%)
（②70.0%）

（③０）
①44.0％
②70.0％

③０

《目指すまちの姿》
　政策・方針決定の場に男女がバランスよく参加しています。そして、参加者が活発に意見を述べ
合うことで気づきと新しい発見が生まれ、多様な意見を反映させた決定が行われています。

行政機関における意思決定の場への女性の参画拡大

市民公募の拡大、団体への協力要請などを通じて、市の審議会等への女性委員の登用を進めま
す。

24

数
値
目
標

《指標》  ①審議会等委員の女性登用率
　　　 　  ②女性登用率が40.0％～60.0％である審議会等の割合
　　　 　  ③女性のいない審議会等の数              ※（　　）は当該年度の目標値

担当課
人権課男
女共同参
画室

R3
事業計画

・委員改選時における男女共同参画部局への事前協議の徹底。
・各審議会等の女性登用率を見える化する（庁内ＬＡＮや市ホームページなどに掲
載）。
・全庁で共有できる女性人材リストの整備と、各課への活用促進。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・審議会等委員の女性登用率44.0％、登用率が40％～60％の審議会の割合を70％、女
性のいない審議会等の数１（現在０の審議会等の改選時期が令和4年度であるため、実
質目標達成は困難）。

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題
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施策の
内容

H28 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

①27.3％

②18.6％

(①28.0％)

(②20.0％)
①２８.３％
②２０.４％

(①29.0％)

(②21.5％)
①３０.７％
②２２.４％

(①31.0％)

(②23.0％)
①２８.８％
②２１.０％

(①33.0％)

(②24.0％)
①３０.０％
②２１.９％

(①35.0％)

(②25.0％) ①35.0％

②25.0％

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

・女性職員の人材育成及び管理職登用については、女性活躍推進法に基づく特定事業
主行動計画に基づき、効果的な方策を検討し、推進していく。キャリア形成支援研修
の継続実施を予定している。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

キャリア形成支援研修の実施を予定しており、研修前後に現在の職位における求めら
れる役割や能力に対する不安等の意識調査をし、研修効果の検証を行う。

R3
事業実績

26 数
値
目
標

担当課
人権課男
女共同参
画室

市役所女性職員の計画的な人材育成と管理職への登用を推進します。

25

数
値
目
標

《指標》　①市役所女性管理職（全職種）の割合
　　　　　 ②市役所女性管理職（一般事務職）の割合
                                                                    ※（　　）は当該年度の目標値

担当課 職員課

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

①女性職員の能力開発・発揮講座を実施
②育児休業中の女性職員がいる担当課長（イクボス）へ職場復帰に向けた支援を行う

R3事業計画
に関する具
体的な目標

①能力開発・発揮講座の講師を昨年度に引き続き女性職員優先でお願いしていく。講
座中に自身のキャリアプランや裏話についてもふれてもらうこととする（4講座開設）
②育児休業職員の把握方法を構築し、復帰前の職場・イクボスへの支援（育休復帰プ
ログラム活用）を行う

R3
事業実績
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目標3　　政策・方針決定過程への女性参画の推進

施策
番号

【3】

施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

《目指すまちの姿》
　政策・方針決定の場に男女がバランスよく参加しています。そして、参加者が活発に意見を述べ
合うことで気づきと新しい発見が生まれ、多様な意見を反映させた決定が行われています。

企業などにおける意思決定の場への女性の参画推進

企業などに対し、意思決定の場への女性参画推進を働きかけます。

27 数
値
目
標

担当課
人権課男女共
同参画室

R3
事業計画

・瀬戸内中讃定住自立圏女性活躍推進協議会の主催により、ワーク・ライフ・バラン
ス推進や女性活躍推進を働きかける次の事業を実施
　①２市３町内の企業対象の女性活躍実践アイデア顕彰事業を実施（講演会は見送
り）
　②女性人材リストの作成を具現化する（Ｒ２見送り事業）

R3事業計画
に関する具
体的な目標

①受賞社数を２増加させ、１自治体２事業所以上の応募を目指す
②丸亀市の事業として実施する「女性人材リスト」に登録する対象として圏域内の企
業関係者も加え、登載協力を呼びかける（各市町5人程度）

R3
事業実績

R3
事業計画

①企業メーリングリストの活用による女性活躍推進法の周知。
②企業訪問員などによる企業の女性登用状況の情報収集及び男女共同参画室への情報
提供。

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

28 数
値
目
標

担当課
産業振興課
（産業観光課）

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3事業計画
に関する具
体的な目標

①企業メーリングリストを活用して経営セミナー等を案内する際に、女性活躍推進法
の周知についても併せて送信する。
②企業訪問時に、女性登用を積極的に実施している企業があった場合には、男女共同
参画室に情報提供を行う。

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果
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目標3　　政策・方針決定過程への女性参画の推進

施策
番号

【4】

施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

・防災訓練について、各コミュニティや自主防災組織と協議し、男女共同参画の視点
も取り入れ実施してもらう。
・防災士養成講座については、女性の参加を勧めてもらう。

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

《目指すまちの姿》
　政策・方針決定の場に男女がバランスよく参加しています。そして、参加者が活発に意見を述べ
合うことで気づきと新しい発見が生まれ、多様な意見を反映させた決定が行われています。

防災における男女共同参画の推進

防災の主体的な担い手として女性を位置づけ、男女共同参画の視点を取り入れた防災・復興体制
を確立します。

29 数
値
目
標

担当課 危機管理課

R3
事業計画

・地域の自主防災組織等防災体制の防災訓練等においても男女共同参画の視点から取
り組みを行うよう自主防災組織等と協議する機会を設けるよう努める。

R3事業計画
に関する具
体的な目標
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現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

31

R3
事業計画

｢避難所運営マニュアル｣「災害対応力を強化する女性の視点～男女共同参画の視点か
らの防災・復興ガイドライン～」とＤＶＤを使った研修会の実施。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

①全コミュニティに年に１度はDVD視聴をしていただけるよう声掛け（全コミュニ
ティ訪問）
②Ｒ３年度の男女共同参画セミナーテーマには入れていないが、１コミュニティ以上
で出前講座として実施

30 数
値
目
標

担当課
人権課男女共
同参画室

R3
事業実績

数
値
目
標

担当課 消防総務課

R3
事業計画

令和３年度も女性消防団員の活性化や活動推進を図り、消防全体の充実強化に繋げ
る。
①女性消防団員実務研修を行い、消防活動に対する理解を深めるとともに、防災対策
に対する意識向上を図る。
②女性消防団員の優しさや決め細やかな配慮を活かし、応急手当の普及啓発を図る。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

《女性消防団員数》数値目標　27名➡30名　令和２年度３月３１日現在　27名
《講習、指導回数》応急手当指導、普通救命講習、AED講習会の開催回数(月２～３回）を
目標にする。

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題
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現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

・避難所運営マニュアルや地区防災計画に基づき、男女共同参画の視点を取り入れる
など、様々な立場の方に配慮した避難所運営マニュアル等の策定を進める。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・自主防災組織等連絡協議会等を通じて周知に努める。

R3
事業実績

33 数
値
目
標

担当課 危機管理課

32 数
値
目
標

担当課 予防課

R3
事業計画

　令和２年の住宅用火災警報器の設置率調査で本市は低水準であったため、コミュニ
ティ行事等を活用して住宅用火災警報器の普及啓発活動を実施する。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

コミュニティ祭り等でブースを出して住宅用火災警報器の普及啓発活動を実施する際
に、婦人防火クラブに参加協力を要請する。

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

避難所運営や被災者支援において、男女のニーズの違いなど、男女双方の視点に配慮した取組を
推進します。
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目標4　　男女のワーク･ライフ･バランスの推進　《重点目標》

施策
番号

【１】

施策の
内容

H28 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

年２回
（年６回）
年６回

（年７回）
年15回

（年８回）
年15回

（年９回）
年12回

（年10回）
年10回

《目指すまちの姿》
　男女が職場での仕事だけでなく、家庭での家事においても責任を果たしつつ、やりがいや充実感
を感じながら働いています。また、それぞれのライフステージに応じて、男女がともに子育て、介
護、地域活動を主体的に担い、趣味などの自分の時間も大切にしています。

働き方改革の推進に向けた機運の醸成

男女がともに子育てや介護をしながら働き続けられるよう、長時間労働を前提とした働き方の見直
しに、行政、企業、経済団体などが連携しながら取り組むとともに、社会的な機運の醸成に努めま
す。

34
数
値
目
標

《指標》 ワーク･ライフ･バランスに関する啓発活動の実施回数（【1】【2】合計）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　（　　）は当該年度の目標値

担当課
人権課男女共
同参画室

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

①瀬戸内中讃定住自立圏女性活躍推進協議会主催の女性活躍実践アイデア企業顕彰を
継続実施し、受賞社情報を発信する
②男性の育休取得奨励金制度を活用した企業情報をワーク・ライフ・バランス通信に
て積極的に周知する（企業訪問も活用する）

R3事業計画
に関する具
体的な目標

①女性活躍実践アイデア企業の市内応募社数を4社以上
②10回以上発信。企業訪問は10社以上。企業訪問できない際に活用できる周知手法の
検討

R3
事業実績
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現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

35 数
値
目
標

担当課
産業振興課
（産業観光課）

R3
事業計画

①大人が子供と一緒にまとまった休日を過ごし、男女が家庭での家事・育児の役割分
担を担えるように「キッズウィーク制度」の普及啓発に努める。
②ワーク・ライフ・バランスの必要性を広く知ってもらうため、市ホームページ（事
業所向け）で、情報を発信する。

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3事業計画
に関する具
体的な目標

①「キッズウィーク推進協議会」を通じ、企業・保護者・学校関係者等に対して、休
暇取得への協力依頼及び制度の普及啓発に働きかけに積極的に取り組む。
②市役所産業観光課の事業者向けホームページ上にワーク・ライフ・バランスについ
て、改正育児・介護休業法等の福利厚生に関する案内を掲載する。

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果
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目標4　　男女のワーク･ライフ･バランスの推進　《重点目標》

施策
番号

【2】

施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3事業計画
に関する具
体的な目標

令和4年度に実施予定の2年に1度の入札参加資格審査申請に向けて、企業との意見交換
会などを活用して理解と協力を呼びかけるとともに、引き続き評価項目の見直しや新
たな企業評価の実施可能性を検討する。

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

《目指すまちの姿》
　男女が職場での仕事だけでなく、家庭での家事においても責任を果たしつつ、やりがいや充実感
を感じながら働いています。また、それぞれのライフステージに応じて、男女がともに子育て、介
護、地域活動を主体的に担い、趣味などの自分の時間も大切にしています。

企業などにおけるワーク・ライフ・バランスの推進

働く男女のワーク・ライフ・バランス推進、女性活躍推進に向け、企業に対する広報・啓発を行うとと
もに、働く人と経営者が一致協力して行う企業の取組を支援します。

36 数
値
目
標

担当課
財務課
（庶務課）

R3
事業計画

引き続き建設工事の入札参加資格審査申請（工事）において、男女共同参画推進に関
する講演の受講や、女性技術者の登用、子育て行動計画策定企業認証マーク等を取得
している企業を加点対象にするなど、ワーク・ライフ・バランスの推進や女性活躍推
進に関し、事業者に理解・協力を求めるとともに、引き続き国・県・周辺自治体等の
取組を情報収集しながら企業の取組を支援できる評価の仕組を検討していく。

24



H27 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

18.5% - - -
（0.0％）
15.0％

- 0.0%

H27 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

3.2% - - -
(15.0％)
7.4％

- 15.0%

H28 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

年２件
（年３件）
年1件

（年３件）
年５件

（年４件）
年０件

（年４件）
年4件

（年５件）
年５件

37

数
値
目
標

《指標》 ワーク･ライフ･バランス推進のための取組について「特に何も
行っていない」と回答した企業の割合           ※（　　）は当該年度の目標値

担当課
人権課男女共
同参画室

《指標》 市内企業に勤める男性従業員の育児休業取得率

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

①男性の育児休業取得促進奨励金支給制度の利用促進
②メールマガジン｢ワーク・ライフ・バランス通信｣による情報配信と登録企業の増加
（現在登録企業は59社）

R3事業計画
に関する具
体的な目標

①奨励金支給事業所７社。支給事業所での取組内容などを市ホームページなどで発信
②前年度実施のコンサル派遣事業事例報告書を、瀬戸内中讃定住自立圏女性活躍推進
協議会が行う講演会にて配付。併せて、支援終了後の企業に対し追跡取材を実施し、
取材内容を男女共同参画情報紙『ゆめ』に掲載、瀬戸内中讃定住自立圏女性活躍推進
協議会主催の講演会会場においてもパネルにて周知する
③「ワーク･ライフ･バランス通信」の発行回数9回。登録企業数80社

R3
事業実績

38
数
値
目
標

《指標》 産業振興支援補助金（働き方改革）利用件数
                                       ※１             ※（　　）は当該年度の目標値

担当課
産業振興課
（産業観光課）

R3
事業計画

ワーク・ライフ・バランスや女性活躍を推進する企業に対して、助成（産業振興支援
補助金（働き方改革））し、その取り組みを支援する。

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

※１上記「職場環境改善」をR3に「働き方改革」へ変更。数値目標は当初掲載内容に
合わせる

R3事業計画
に関する具
体的な目標

産業振興支援補助金の補助メニューの一つである「働き方改革」において、女性登用
や女性活躍を推進する取り組みにかかる経費を補助対象に引き続き加え、支援する。
産業振興支援補助金（働き方改革）利用件数：年５件

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果
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目標4　　男女のワーク･ライフ･バランスの推進　《重点目標》

施策
番号

【3】

施策の
内容

H27 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

①12.5%
②68.8%

(①－）
（②70.0%）

①4.1%
②83.3%

(①－）
（②72.5%）

①5.5%
②72.2%

(①－）
（②75.0%）
①5.2％
②94.7％

(①13.0%以上）
（②77.5%）
①10.5％
②94.7％

(①－）
（②80.0%） ①15.0％以上

②80.0％

《目指すまちの姿》
　男女が職場での仕事だけでなく、家庭での家事においても責任を果たしつつ、やりがいや充実
感を感じながら働いています。また、それぞれのライフステージに応じて、男女がともに子育
て、介護、地域活動を主体的に担い、趣味などの自分の時間も大切にしています。

市役所におけるワーク・ライフ・バランスの推進

R3
事業実績

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

市内企業の「モデル事業所」となるよう、市役所において職員のワーク・ライフ・バランス推進、女性
活躍推進に積極的に取り組みます。

39
《指標》　①市役所男性職員の育児休業取得率
　　　　　 ②市役所男性職員の子育て参画のための特別休暇取得率
                                                                    ※（　　）は当該年度の目標値

職員課

R3
事業計画

①ノー残業デーやキッズウィークに加え、事務の効率化に取り組み、職員の適正配置により、
時間外の削減を推進するとともに、テレワークの環境整備について関係部署と連携しながら検
討し、家庭生活の充実に努める。
②職員または職員の配偶者の妊娠について職場内で相談があった際、職員又は職員の配偶者の
出産に伴う申出書の提出を促すよう管理職へ周知する。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

②職員又は職員の配偶者の出産に伴う申出書の提出数を前年度(女性：2人、男性4
人）以上とする。

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

担当課

数
値
目
標
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現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

40
数
値
目
標

人権課男
女共同参
画室

R3
事業計画

①ワーク・ライフ・バランス職員研修実施（10月）
②管理職向けイクボス研修の実施
③職員又は職員の配偶者の出産に伴う申出書の改良、提出促進

担当課

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3事業計画
に関する具
体的な目標

①研修後アンケート結果より、「ワーク・ライフ・バランスについて理解できた」も
しくは「研修内容が参考になる」など評価回答した人の割合を85％以上。
②庁内メール（イクボスコラム）発信６回。管理職向けイクボス研修を実施（新任課
長及び研修未受講課長全員）。課内目標入りイクボス写真を新調
③育休対象者全員からの申出書提出。対象男性職員へ室から育休取得のメリットなど
を直接伝える。これにより男性育休取得者3人を目指す。出産補助休暇の取得率を向
上させる

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果
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目標4　　男女のワーク･ライフ･バランスの推進 《重点目標》

施策
番号

【4】

施策の
内容

H28 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

－
（年１回）

８回
（年１回）

3回
（年２回）

2回
（年２回）

1回
（年３回）

年３回

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

・こころの健康づくりや自殺予防の取り組みの啓発
・自殺予防に取り組む人材の育成

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・市民に対してこころの健康づくりや相談場所等の啓発
・市の初任者研修や愛育班、母子推進委員など地域の身近な存在に対してゲートキー
パー養成講座を実施

R3
事業実績

《目指すまちの姿》
　男女が職場での仕事だけでなく、家庭での家事においても責任を果たしつつ、やりがいや充実感
を感じながら働いています。また、それぞれのライフステージに応じて、男女がともに子育て、介
護、地域活動を主体的に担い、趣味などの自分の時間も大切にしています。

働く男女の健康管理対策の推進

心身ともに健康に働けるよう、働く男女の健康管理対策を行います。

41
数
値
目
標

《指標》 メンタルヘルス研修の実施回数       ※（　　）は当該年度の目標値

担当課 健康課
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現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

42 数
値
目
標

担当課
産業振興課
（産業観光課）

R3
事業計画

①勤労者の福利厚生を支援する中讃勤労者福祉サービスセンターへの加入促進を定住
自立圏域で図り、勤労者福祉の充実に繋げる。
②中讃勤労者福祉サービスセンターに新規で加入される企業に対して助成する。

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3事業計画
に関する具
体的な目標

①２市３町の定住自立圏域における取り組みとして、引き続き中讃勤労者福祉サービ
スセンターへの加入促進を掲げ、各市町及び各商工会議所・商工会を通じて域内の企
業に周知する。②産業振興支援補助金の補助メニューのひとつである「職場環境改
善」において、中讃勤労者福祉サービスセンターへの新規加入事業所を引き続き補助
対象とし支援する。

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果
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目標4　　男女のワーク･ライフ･バランスの推進　《重点目標》

施策
番号

【5】

施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

《目指すまちの姿》
　男女が職場での仕事だけでなく、家庭での家事においても責任を果たしつつ、やりがいや充実感
を感じながら働いています。また、それぞれのライフステージに応じて、男女がともに子育て、介
護、地域活動を主体的に担い、趣味などの自分の時間も大切にしています。

コンパクトシティの推進

家庭、職場、保育の場が近接し、働きながら安心して子どもを産み育てられるコンパクトなまちづく
りを進めます。

43 数
値
目
標

担当課 都市計画課

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

・引続き立地適正化計画に基づく都市機能施設と居住の誘導に係る届出制度の運用を
行う。
・立地適正化計画に基づく事業に対する国の補助制度を活用した公共施設の整備を進
める。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・立地適正化計画に基づく都市機能施設と居住の誘導に係る届出制度を適正に運用す
る。
・緑化駐車場、市道丸亀駅福島線の整備を完了する。

R3
事業実績
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目標4　　男女のワーク･ライフ･バランスの推進　《重点目標》

施策
番号

【6】

施策の
内容

H28 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

１か所 １か所 １か所 １か所 １か所 ２か所

男女がともに仕事と育児を両立できるよう、多様な働き方に対応した保育サービスの充実に努めま
す。

44
数
値
目
標

《指標》 各種保育サービスを実施している施設数
       病児・病後児保育

担当課 子育て支援課

病児・病後児保育の実施を検討している事業者に対して必要があれば支援を検討す
る。

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

《目指すまちの姿》
　男女が職場での仕事だけでなく、家庭での家事においても責任を果たしつつ、やりがいや充実感
を感じながら働いています。また、それぞれのライフステージに応じて、男女がともに子育て、介
護、地域活動を主体的に担い、趣味などの自分の時間も大切にしています。

子育て環境の整備、充実

R3
事業計画

「第２期丸亀市こども未来計画」を推進し、それぞれのライフステージに応じて、男
女がともに子育てを行えるように、教育・保育施設の設置と18歳までの子育て世帯へ
の支援を実施する。
必要に応じて、病児・病後児保育を1か所から2か所へ拡大を検討する。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

事業の実施
状況を踏ま
えた課題
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施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

①15か所
②０か所
③16か所
④7か所

①１５か所
②０か所
③16か所
④8か所

①１５か所
②０か所
③16か所
④7か所

①１６か所
②０か所
③17か所
④7か所

①１８か所
②０か所
③1８か所
④7か所

①15か所
②１か所
③16か所
④9か所

施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業実績

障がいのある子どもたちを安心して育てられるように支援します。

46 数
値
目
標

担当課 福祉課

令和３年度からの「第３次障がい者基本計画」「丸亀市第６期障がい福祉計画及び第
２期障がい児福祉計画」の基本目標である障がい者や家族が地域で自立した生活を送
るために必要なサービスの提供ができるよう体制整備や施策を検討し、引き続き支援
を行う。

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3事業計画
に関する具
体的な目標

引き続き、相談支援事業所と連携し、障がい児やその家族の必要に応じたサービスの
確保や、速やかに支援を提供できるような体制を図る。

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・延長保育及び乳児保育の実施箇所数については、第1期こども未来計画に基づく目標
を達成しているので、それぞれ現在の実施箇所数を維持する。
・一時預かり事業の新規開設を目指す。

男女がともに仕事と育児を両立できるよう、多様な働き方に対応した保育サービスの充実に努めま
す。

45

数
値
目
標

幼保運営課

R3
事業実績

R3
事業計画

R3
事業計画

・令和2年3月に策定した「第2期丸亀市こども未来計画」について、子育て世帯に対
し、安心して子育てができる環境を提供できるよう、質・量ともに保育サービスの拡
充を行う。

《指標》各種保育サービスを実施している施設数
　　　　①延長保育
　　　　②休日保育
　　　　③乳児保育
　　　　④一時預かり

担当課
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現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・発達障害児支援協働事業では、発達障がいのある子どもの保護者のための各種事業
「すきっぷ」や「ほっぺ」、「ま～る」、「はぐみくらぶ」を実施するほか、発達障
がいのある子どもに係わる保育士や教員向けの勉強会「ハートサポート」やシンポジ
ウム・セミナーを開催する。
・巡回カウンセリングの機会を利用し、専門職員を交えての園内職員研修を実施（各
園年間1回以上）
・新型コロナ感染症対策に配慮した事業の実施を検討する。

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

R3
事業実績

R3
事業計画

・発達障害児支援協働事業や、保育所・幼稚園・こども園での障がい児保育・特別支
援教育等を実施し、障がいや病気のある子どもや保護者への支援を充実させていく。

48 数
値
目
標

担当課 幼保運営課

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

47 数
値
目
標

担当課 子育て支援課

R3
事業計画

・「配慮が必要な家庭への支援」の施策として、育児の悩みを抱える保護者が孤立し
ないように、関係機関が連携し、相談体制を整えるため、総合相談窓口である「まる
育サポート」と関係機関となる障がい児や発達障がい児等の支援事業所と連携して相
談に対応していく。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・子育て支援総合相談窓口連絡協議会を通して関係機関の連携強化を図り、障がいの
ある子どもたちを安心して育てられるような支援体制を目指す。
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現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

50 数
値
目
標

①児童虐待の認識を図るため、児童虐待防止キャンペーンとしてチラシ等を配布。児
童虐待防止月間だけでなく、児童福祉週間など様々な機会を捉えて数回行う。
②市役所の組織として課内に家庭児童相談室を設置し、より組織的な対応が可能と
なった。今後、関係機関との連携をより強化していく。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

①児童虐待防止月間と児童福祉週間などで児童虐待防止キャンペーンのチラシ等を配
布。
②庁内・庁外の関係機関との連携強化を図る。

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

担当課 子育て支援課

R3
事業計画

児童虐待の未然防止、解決に向けて実態把握に努めるとともに、虐待の早期発見、早期対応のた
めに、関係機関と連携を密にし、被虐待児の保護対策や相談・通報事業を充実させます。

49 数
値
目
標

担当課 学校教育課

R3
事業計画

・発達障がいに関する理解の充実を目指すため年間２回の研修会を実施する。
・特別支援教育支援員を各学校の実状に応じて配置する。（小学校15校、中学校5校）
・支援を要する幼児・児童・生徒の一貫した支援を行うため、引き継ぎや情報交換の
場を充実させるよう小学校・中学校へ周知する。

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・障がいの有無に関係なくすべての子どもたちの自立や社会参加に向けた主体的な取
組を支援する。

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果
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施策の
内容

H27 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

816人
（950人）
962人

（970人）
1,026人

（980人）
1,118人

（990人）
1,150人

（1,000人)
1,000人

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

①子育て支援拠点（旧センター型）において、地域の子育て中の親子の交流促進や育
児相談、子育てに関する情報提供や講習を実施していく。
②保育所等においては、地域におけるイベント等へ参加するなど、自治会やコミュニ
ティとの交流を行い、地域との連携を強化していく。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

①・第2期こども未来計画に基づき、子育て支援拠点事業（旧センター型）は、公立・
私立合わせて6か所で実施しているので、令和3年度においても引き続き同所で実施す
る。
・ひろば型の拠点事業を実施している事業所との情報共有や学習会を開催する。
②地域とのつながりを深められるよう、各園や地域性を活かした交流活動を実施する
（各園年間1回以上計画実施）。

R3
事業実績

52 数
値
目
標

担当課 幼保運営課

地域で子どもを育てるために、地域での見守り体制の構築など、地域における子育て支援を充実さ
せます。

51

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

数
値
目
標

《指標》 ファミリー･サポート･センターの登録者数
                                                             ※（　　）は当該年度の目標値

担当課 子育て支援課

R3
事業計画

・孤立する家庭への支援と第三者との関わりをもつことで見守り体制が図られるた
め、イベントで啓発するなどしてﾌｧﾐﾘｰ・ｻﾎﾟｰﾄ・ｾﾝﾀｰの登録者数の増加を目指す。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・社会福祉協議会の会報誌や市広報などで呼びかけ、まかせて会員の登録者数の増加
を図る。
・ﾏｯﾁﾝｸﾞ回数や登録者の利用数の増加を目指す。

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果
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現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

・青い鳥教室については、利用児童数の増加が見込まれる中、待機児童が生じないよ
うにするとともに、新型コロナウイルス感染症対策も含めた、受入環境の充実を図
る。
・放課後子供教室では、地域での子育てについて理解し、本事業に協力してくれる団
体との連携を図り、学校でも家庭でもできないような学びの場を子どもたちに提供す
る。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・青い鳥教室については、運営面では、利用児童数の推移を十分に把握するととも
に、支援員の確保を図り、待機児童が生じないようにする。また、施設面では、城南
青い鳥教室の移設整備工事を開始する。
・放課後子供教室については、事業の周知・啓発を進めるとともに、青い鳥教室との
連携事業を引き続き実施する。

R3
事業実績

54 数
値
目
標

担当課 教育総務課

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

53 数
値
目
標

担当課
市民活動推進課
（生涯学習課）

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

地域住民による児童の登下校の見守りや学習支援など、地域ぐるみでの子育て支援を
推進する。また、家庭教育に関する講座等を関係機関と連携して実施する。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

市内の地域学校協働本部での活動を推進するとともに、保育所・幼稚園・こども園・
小学校・中学校など、各施設での家庭教育の重要性を保護者に伝えるための学習会を
開催していく。

R3
事業実績
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目標4　　男女のワーク･ライフ･バランスの推進　《重点目標》

施策
番号

【7】

施策の
内容

H27 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

年210人
(年2,200人)

2,849人
(年2,400人)

2,693人
(年2,600人)

2,416人
(年2,800人)

737人
(年3,000人)

年3,000人

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

①介護教室、相談会、介護者交流会の開催。
②認知症カフェの開催。
③認知症家族支援講座の介護講座の開催。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

①介護教室の開催：介護教室において、相談会及び交流会の実施。6回
②認知症カフェの開催：市内14か所で月1回実施。
③認知症家族支援講座の開催：6回

R3
事業実績

《目指すまちの姿》
　男女が職場での仕事だけでなく、家庭での家事においても責任を果たしつつ、やりがいや充実
感を感じながら働いています。また、それぞれのライフステージに応じて、男女がともに子育
て、介護、地域活動を主体的に担い、趣味などの自分の時間も大切にしています。

高齢者などに対する介護支援の充実

介護が必要な高齢者や障がい者を介護する人の負担を軽減させるために、介護支援や生活支援
などのサービスを充実させます。

55
数
値
目
標

《指標》 認知症カフェ、介護教室などへの参加者数
                                                                   ※（　　）は当該年度の目標値

担当課
高齢者支
援課
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目標4　　男女のワーク･ライフ･バランスの推進　《重点目標》

施策
番号

【8】

施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

・香川短期大学をはじめとする保育士養成施設と連携を行い、本市独自の保育士確保
対策を行う。
・保育士の事務軽減を図ることにより、早期離職防止につなげるとともに、保育現場
のイメージアップや環境改善を目指す。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・市独自制度である各種貸付制度や人材バンクの登録、一日保育士職場体験につい
て、更なる周知拡大に努める。
・公立園に無線環境を整備し、保育業務支援システムを導入する。

R3
事業実績

《目指すまちの姿》
　男女が職場での仕事だけでなく、家庭での家事においても責任を果たしつつ、やりがいや充実感
を感じながら働いています。また、それぞれのライフステージに応じて、男女がともに子育て、介
護、地域活動を主体的に担い、趣味などの自分の時間も大切にしています。

保育士の確保

保育の質と量を確保するため、保育士不足解消に向けた取組を進めます。

56 数
値
目
標

担当課 幼保運営課
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目標4　　男女のワーク･ライフ･バランスの推進　《重点目標》

施策
番号

【9】

施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

・介護職員の処遇改善加算について、各事業所に周知徹底を図る。
・県や関係機関と連携して人材育成研修等の活用支援を行う。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・介護職員の処遇改善加算を取得しようとする介護サービス事業者等に対し、届出が
速やかに行われるよう働きかけを行う。
・県や関係機関が実施する人材育成研修等を積極的に広報する。

R3
事業実績

《目指すまちの姿》
　男女が職場での仕事だけでなく、家庭での家事においても責任を果たしつつ、やりがいや充実感
を感じながら働いています。また、それぞれのライフステージに応じて、男女がともに子育て、介
護、地域活動を主体的に担い、趣味などの自分の時間も大切にしています。

介護職域における人材の育成、確保

介護の質と量を確保するため、介護職員不足解消に向けた取組を進めます。

57 数
値
目
標

担当課 高齢者支援課
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目標4　　男女のワーク･ライフ･バランスの推進　《重点目標》

施策
番号

【10】

施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

《目指すまちの姿》
　男女が職場での仕事だけでなく、家庭での家事においても責任を果たしつつ、やりがいや充実感
を感じながら働いています。また、それぞれのライフステージに応じて、男女がともに子育て、介
護、地域活動を主体的に担い、趣味などの自分の時間も大切にしています。

男性の家庭生活への参画推進

男性の家事、育児、介護などへの主体的な参画を促すための広報・啓発活動を行うとともに、料理
などの家事についてきっかけづくりとスキルアップするための機会を設けます。

58 数
値
目
標

担当課
人権課男女共
同参画室

R3
事業計画

・キッズウィークの周知協力
・母子手帳交付時に男性育休のすすめ（ガイドブック）を配布

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・スキルアップ機会にもなりうるキッズウィーク（R3.10.16～10.18）について、す
べての公立小・中学校、幼稚園等で実施する旨の周知協力を年度前半で行う。
・NPO法人提供のガイドブック『夫婦で話そう、考えよう。パパ育休のこと』を母子
手帳交付時に配布（健康課との連携にて実施）

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題
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現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

H28 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

４人
（８人）
10人

（10人）
10人

（12人）
9人

（14人）
8人

（15人）
15人

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

R3
事業計画

熟年者を対象とした男性料理教室の開催
食生活改善推進員が実施する男性料理教室の開催

R3事業計画
に関する具
体的な目標

熟年者を対象とした男性料理教室の開催(年3回)
前年度参加者の口コミで声かけを依頼し、参加者の増加を図る。
コミュニティのバランス料理で男性参加者に熟年者を対象とした男性料理のチラシ配
布し、参加者の増加を図る。

R3
事業実績

・男性が地域の中で積極的に参加できるよう、コミュニティ組織等へ情報提供。ま
た、ケーブルテレビ等を利用し市民に情報発信を行う。
・医療・介護専門職と連携を図り、専門職からの参加勧奨を実施。

60
数
値
目
標

《指標》 男性の料理普及啓発者数（丸亀市食生活改善推進員）
                                                            ※（　　）は当該年度の目標値

担当課 健康課

R3
事業計画

・介護教室や介護者交流会に男性が積極的に参加できるよう、チラシや周知方法の工
夫を行う。

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

59 数
値
目
標

担当課 高齢者支援課

R3事業計画
に関する具
体的な目標

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果
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現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

62 数
値
目
標

担当課 図書館

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

お父さんにおすすめする読み聞かせのための絵本を展示する。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

お父さんにおすすめする読み聞かせのための絵本を、おおまかに年齢別に選定して展
示し、閲覧貸出する

R3
事業実績

61 数
値
目
標

担当課 幼保運営課

R3
事業計画

・研修や配布物などの様々な機会を通して、子どもの成長や子育ての喜び・楽しさな
どを感じながら父親の参加を積極的に呼びかける。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・研修等な工夫をし、家庭での教育力の向上と父親の積極的参加を呼び掛け、興味や
関心がもてるようにする。
・掲示、配布物等での啓発活動を積極的に行う。

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題
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施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

男性が子育てに参画しやすくなるための環境整備を推進します。

R3
事業計画

・出前講座や市ホームページ、フェイスブックで、男性の家事・育児などへの参画現
状（男性は就労時間が女性に比べ長い労働環境であり、休み方改革を進めないと家事
シェアが難しい現状があることも含め）を知らせる

R3事業計画
に関する具
体的な目標

経済団体、地域コミュでの出前講座等において上記内容を含め、男女共同参画の大切
さを伝える（2団体以上）。ホームページ等では2回以上関連情報を取り上げる

担当課
人権課男女共
同参画室

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

男性自身の意識だけでなく、男性が家事、育児などに参画することに対する周囲（女性、両親など
の年配者、地域など）の理解が進むよう広報・啓発活動を行います。

63 数
値
目
標

R3
事業実績

64 数
値
目
標

担当課
公共施設管理
課
（庶務課）

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

R3事業計画
に関する具
体的な目標

R3
事業実績
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現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

65 数
値
目
標

担当課 都市計画課

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

・子育てにおいて公園を利用したくなるよう、身近な公園の遊具等の施設改修を行
う。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・身近な公園である子どもの遊び場（3箇所程度）において、遊具等の施設整備を行
う。

R3
事業実績

66 数
値
目
標

担当課
建築課
（住宅課）

R3
事業計画

公共施設の建設、大規模改修時には、ベビーベッド等を備えた男性トイレや多目的ト
イレを整備する。（R3着工予定①本島コミュニティセンター②みなと公園公衆便所)

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3事業計画
に関する具
体的な目標

工事着手予定時期
①本島コミュニティセンター（R3.7月）②みなと公園（R3.8月）

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

44



目標4　　男女のワーク･ライフ･バランスの推進　《重点目標》

施策
番号

【11】

施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

数
値
目
標

担当課

・コミュニティ等に対し、女性や若い世代の役員登用を呼びかける。

生活環境課

《目指すまちの姿》
　男女が職場での仕事だけでなく、家庭での家事においても責任を果たしつつ、やりがいや充実感
を感じながら働いています。また、それぞれのライフステージに応じて、男女がともに子育て、介
護、地域活動を主体的に担い、趣味などの自分の時間も大切にしています。

地域活動における男女や多様な世代の参画推進と活動支援

男女や多様な世代の参画により地域活動を活性化させるため、地域活動の様々な場面に存在す
る、固定的な性別役割分担意識に基づく慣行やしきたりの見直しを働きかけます。

67 数
値
目
標

担当課
人権課男女共
同参画室

R3
事業計画

各コミュニティ訪問を定期的に行い、男女の視点での防災ＤＶＤ視聴を実行してもら
うよう要請する

R3事業計画
に関する具
体的な目標

年度末、各コミュ周りを実施し、ＤＶＤ視聴の実績確認をする（全コミュ１回以上の
視聴実績）

R3
事業実績

68

R3事業計画
に関する具
体的な目標

コミュニティや連合自治会の役員が集まる会合などの機会を捉え、男女の別に関係な
く地域活動に参画できるよう、粘り強く働きかけたい。

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画
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施策の
内容

H27 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

13地区 14地区 14地区 14地区 ４地区 17地区

施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

就業している男女が地域活動の大切さを理解し、協力できるよう、市役所職員をはじめとする就業
者や企業に働きかけます。

70 数
値
目
標

R3
事業実績

担当課 職員課

地域活動の継続や、これまで地域活動に参加していない人に参加を働きかける活動に対して協
力、支援を行います。

69
数
値
目
標

《指標》 「コミュニティまちづくり補助金」の活用地区数
                                                            ※（　　）は当該年度の目標値

担当課 生活環境課

①-1　コミュニティが行う地域づくりのための事業を継続できるよう、運営に対する
資金援助を行う。
①-2　地区ごとのまちづくり計画に沿った事業実施に対して、まちづくり補助金を交
付する。目標の活用地区数は８。
②自治会加入推進員と地域が協力し、自治会加入率の向上に努める。
③垂水コミュニティセンターの建て替え工事を進める。飯山北コミュニティセンター
は建て替えに向けて地元との協議を進める。
④優れたコミュニティの取り組みをコミュニティ・自治会長研修会などで発表してい
ただき、コミュニティ間で情報を共有することで市全体のコミュニティ活動の活性化
を図る。

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

R3
事業計画

男女がともに地域活動に取り組める環境を整備する。
①コミュニティの行う地域づくりの事業に対して資金面の支援を行う。
②地域活動の基礎組織である自治会への加入を促進する。
③地域活動の拠点となるコミュニティセンターの整備を進める。
④それぞれのコミュニティの地域活動を他の地域に紹介し、さらなる地域活動の促進
を図る。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

R3事業計画
に関する具
体的な目標

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果
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現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

市職員の地域活動への理解を深めるため、コミュニティの活動などをより多くの職員
が知る機会を設ける。
企業や就業者が地域の情報を知る機会を設ける。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

地域担当職員がコミュニティの取り組みを知る機会として、コミュニティ・自治会長
研修会への参加を促す。
職員を対象に地域のイベントなどの情報提供を行うとともに、市ホームページと地域
コミュニティのホームページをリンクさせ、就業者や企業についても地域の様々な情
報が得られるように努める。

R3
事業実績

72 数
値
目
標

担当課 生活環境課

71 数
値
目
標

担当課
人権課男女共
同参画室

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

①イクボスならびに地域担当職員の活動内容をフェイスブックで紹介
②地域担当職員（防災）の担当者会において、男女の視点における避難所運営につい
てのガイドブックの説明を行う
③地元企業がされている地域貢献について、庁内各課へ問い合わせし、内容を周知で
きるよう整理する

R3事業計画
に関する具
体的な目標

イクボス、地域担当職員個々に情報収集をする（紹介を2件以上する）。地域担当職員
（防災）へ直接、男女の視点で避難所運営する必要性の説明を行う。地元企業の実例
については担当課へ情報提供を依頼し、追加取材ができるように努力する（収集情報
数を10件程度とする）

R3
事業実績
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目標4　　男女のワーク･ライフ･バランスの推進　《重点目標》

施策
番号

【12】

施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

《目指すまちの姿》
　男女が職場での仕事だけでなく、家庭での家事においても責任を果たしつつ、やりがいや充実感
を感じながら働いています。また、それぞれのライフステージに応じて、男女がともに子育て、介
護、地域活動を主体的に担い、趣味などの自分の時間も大切にしています。

市民活動への支援と参加推進

市民活動に関する情報提供や活動支援を行い、市民活動への参加を推進します。

73 数
値
目
標

担当課
人権課男女共
同参画室

R3
事業計画

①マルタスにおいて、男女共同参画に関連する資料提供を随時行う
②マルタスを活用して男女共同参画室主催となるが、男女共同参画に関係するワーク
ショップなどを開催する
③女性人材登録制度を準備する

R3事業計画
に関する具
体的な目標

①国提供の毎月発行『共同参画』、市発行（年２回）の『ゆめ』（閲覧用として『ゆ
め』のバックナンバー含む）を提供する
②ワークショップ２回開催（うち１回は下記③の講座）
③女性人材登録制度を準備し、登録者のスキルアップ講座を１回開催

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題
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現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

R３
事業計画

①市民活動情報の積極的な発信
②既存活動の効果的な支援及び新たに活動へ関心を持つ層への働きかけ

74 数
値
目
標

担当課
市民活動推進
課（生涯学習
課）

R３事業計画
に関する具
体的な目標

①マルタスホームページや館内における情報発信
②世代や性別を問わない講座やワークショップの開催（年250回）

R３
事業実績

75 数
値
目
標

担当課 都市計画課

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

R3事業計画
に関する具
体的な目標

R3
事業実績
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目標5　　男女がともに生き生きと働き続けられる労働環境の整備

施策
番号

【1】

施策の
内容

H28 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

－

(年０回)
（年０人）
年０回
年０人

(年１回)
（年７人）
年０回
年０人

(年１回)
（年10人）

年０回
年０人

(年２回)
（年20人）

年０回
年０人

(年２回)
（年30人） 年２回

年30人

《目指すまちの姿》
　就業の形態やニーズが多様化する中、働く場において男女が性別による不利益な取り扱いを受け
ることなく、安心して生き生きと働けるよう、労働環境が整備されています。

女性の就職・再就職、継続就労、起業・創業などのための支援

働き続けたい女性が能力を発揮し、生き生きと働けるよう、女性の能力開発やネットワークづくりな
どを支援します。

76

数
値
目
標

《指標》 働く女性向け交流会の開催回数と参加者数
                                                              ※（　　）は当該年度の目標値

担当課
人権課男女共
同参画室

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

女性人材登録事業の創設

R3事業計画
に関する具
体的な目標

女性人材のリストを作成。リスト登載候補として声掛けする案として①女性審議会委
員②地域活動従事者(コミュニティ関係者、学校等の保護者会など）③経済団体関係
者を想定。100人程度の名簿作成を目標とする

R3
事業実績
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現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

R3
事業計画

①従業員の育成に取り組む企業を対象とした助成を実施し、利用促進に努める。

77 数
値
目
標

担当課
産業振興課
（産業観光課）

R3事業計画
に関する具
体的な目標

①産業振興支援補助金の補助メニューのひとつである「人材育成」について、企業に
ＰＲして女性も含めた従業員の育成について支援する。

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

子育て、介護などにより離職した女性の再就職、起業・創業などの支援を行います。

78 数
値
目
標

担当課
産業振興課
（産業観光課）

R3
事業計画

①かがわ産業支援財団と連携し、創業にかかる相談を含め、経営上のあらゆる相談に
対して専門員が対応する「よろず丸亀サテライト」を実施する。
②創業後間もない方に対して、助成支援を実施する。
③国から認定を受けた「創業支援等事業計画」に基づき、各創業支援機関と連携して
創業相談の充実を図る。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

①「よろず丸亀サテライト」を毎月１回市内で開催する。
②産業振興支援補助金の補助メニューのひとつである「創業」について、企業に周知
し、利用促進を図る。
③女性も含めて、創業準備者及び創業後間もない方を対象に、創業に関する相談への
対応を拡充する。

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題
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施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

R3事業計画
に関する具
体的な目標

R3
事業実績

働きたい女性、働く女性の悩みや困りごとなどの解消につながる相談事業を実施します。

79 数
値
目
標

担当課

80 数
値
目
標

担当課
産業振興課
（産業観光課）

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

人権課男女共
同参画室

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

①企業訪問時において、働く女性の実態やニーズの情報収集に努める。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

①企業訪問時において、働く女性の実態やニーズの情報収集に努める。

R3
事業実績
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目標5　　男女がともに生き生きと働き続けられる労働環境の整備

施策
番号

【2】

施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

《目指すまちの姿》
　就業の形態やニーズが多様化する中、働く場において男女が性別による不利益な取り扱いを受け
ることなく、安心して生き生きと働けるよう、労働環境が整備されています。

企業などにおける男女雇用機会均等対策の推進

性別を理由とする採用、配置、昇格などにおける差別的取り扱いやセクシュアル・ハラスメント、マタ
ニティ･ハラスメントなどが行われない職場づくりを促進します。

81 数
値
目
標

担当課 職員課

R3
事業計画

・現在、採用・人事異動については、性別に関係なく実施しているが、引き続き女性
職員の管理職への登用についても、キャリア形成支援研修など、フォローアップをし
ながら推進する。また、各種ハラスメントのない職場づくりについては、安全衛生委
員会等の活動や研修を継続し、全庁的な取り組みとして啓発していく。

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

R3事業計画
に関する具
体的な目標

①キャリア形成支援研修の実施
②予め昇任後に必要となる知識やスキルの研修を受講させるステップアップ研修を設
定し、派遣する。

R3
事業実績

事業の実施
状況を踏ま
えた課題
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H27 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

45.2% ― ― ―
(20.0％)
26.6％

20.0%

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

ワークライフバランス通信に登録している企業に対し、ハラスメント対策情報（国規
制内容、取り組み事例など）を１回以上発信する。

R3
事業実績

82
数
値
目
標

《指標》 セクシュアル･ハラスメントに対する取組について「特に何も行っ
ていない」と回答した企業の割合                ※（　　）は当該年度の目標値

担当課
人権課男女共
同参画室

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

R3
事業計画

①改正育児・介護休業法や育児・介護の両立支援など、国や県の制度についてホーム
ページ等に掲載し、企業に情報提供を行う。

83 数
値
目
標

担当課
産業振興課
（産業観光課）

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

ハラスメント防止についての情報提供を定期的に企業に行う

R3事業計画
に関する具
体的な目標

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3事業計画
に関する具
体的な目標

①市の産業観光課事業者向けホームページにおいて、改正育児・介護休業法及び育
児・介護両立支援制度について掲載し、企業啓発に努める。

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果
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目標5　　男女がともに生き生きと働き続けられる労働環境の整備

施策
番号

【3】

施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

《目指すまちの姿》
　就業の形態やニーズが多様化する中、働く場において男女が性別による不利益な取り扱いを受け
ることなく、安心して生き生きと働けるよう、労働環境が整備されています。

女性の職域の拡大

建設業、造船業、運輸業などの女性の参画が進んでいない業種において、女性の就業と定着を促
進します。

84 数
値
目
標

担当課
人権課男女共
同参画室

R3
事業計画

R3事業計画
に関する具
体的な目標

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題
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現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値
担当課 職員課

R3
事業計画

①職場環境の整備に取り組む企業に対して、助成（産業振興支援補助金（職場環境改
善））し、支援する。

市役所において男性中心の職種、職場と考えられてきた分野でも、平等な取り扱いと成績主義の
原則に基づき、女性の採用、登用を行います。

86 数
値
目
標

85 数
値
目
標

担当課

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

・男女の区別なく採用や登用を実施するとともに、市職員としてのキャリアデザイン
を支援する研修の支援や開催を行う。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・キャリアデザインに資する研修に派遣する（リーダーシップ開発講座など）。
・キャリア形成支援研修の実施。

R3
事業実績

産業振興課
（産業観光課）

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3事業計画
に関する具
体的な目標

①産業振興支援補助金の補助メニューのひとつである「職場環境改善」において、育
児・介護との両立支援などのワーク・ライフ・バランスの推進に関する取り組みに係
る経費を対象として助成する。

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果
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目標5　　男女がともに生き生きと働き続けられる労働環境の整備

施策
番号

【4】

施策の
内容

H27 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

10人
（12人）
14人

（12人）
15人

（13人）
17人

（13人）
15人

（14人）
14人

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3事業計画
に関する具
体的な目標

①農業簿記等学習会の開催により学習会の提供を行う。
②女性認定農業者を維持しつつ、家族経営協定の周知を行う。

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

《目指すまちの姿》
　就業の形態やニーズが多様化する中、働く場において男女が性別による不利益な取り扱いを受け
ることなく、安心して生き生きと働けるよう、労働環境が整備されています。

農林水産業、商工業などの自営業に従事する女性への支援

農林水産業における男女共同参画意識が確立するよう、学習機会の提供、働きやすい環境の整
備などの支援を行います。

87
数
値
目
標

《指標》 女性認定農業者数                      ※（　　）は当該年度の目標値

担当課 農林水産課

R3
事業計画

①農林水産業における男女共同参画意識が確立するよう、農業簿記等の学習会を広く
周知し、学習機会の提供により、農業経営における地位の向上を目指す。
②男女が働きやすい環境への整備を支援し、女性認定農業者の育成と家族経営協定の
締結を推進する。
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施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

関係団体と連携し、商工業など自営業の女性のネットワーク構築や学習機会の提供を行います。

88 数
値
目
標

担当課
人権課男女共
同参画室

R3
事業計画

女性人材登録事業の創設　目標5【1】76再掲

R3事業計画
に関する具
体的な目標

女性人材のリストを作成。リスト登載候補として声掛けする案として①女性審議会委
員②地域活動従事者(コミュニティ関係者、学校等の保護者会など）③経済団体関係
者を想定。100人程度の名簿作成を目標とする→このうえでリスト登載者のスキル
アップのために希望を募ったうえで研修会等を実施。または、研修講師として登壇

R3
事業実績

R3
事業計画

①丸亀商工会議所や丸亀市飯綾商工会と連携し、自営業に従事する女性の情報収集
と、支援制度の周知に努める。

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

89 数
値
目
標

担当課
産業振興課
（産業観光課）

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3事業計画
に関する具
体的な目標

①丸亀商工会議所や丸亀市飯綾商工会と連携し、自営業に従事する女性の情報収集
と、支援制度の周知に努める。

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果
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目標6　　配偶者などからの暴力の根絶　《重点目標》

施策
番号

【1】

施策の
内容

H28 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

年６回
（年８回）
年13回

（年８回）
年21回

（年９回）
年21回

（年９回）
年22回

（年10回）
年10回

《目指すまちの姿》
　市民がいかなる暴力も許さないという意識を持ち、ＤＶやセクシュアル・ハラスメントなど、あ
らゆる暴力のない社会が形成されています。

あらゆる暴力を許さない意識の醸成に向けた啓発の実施

ＤＶやセクシュアル・ハラスメントなど、あらゆる暴力を許さないという意識を社会全体で共有するた
めに、様々な機会を通じて年齢層にあわせた広報・啓発活動を行います。

90
数
値
目
標

《指標》 デートＤＶも含むＤＶ防止に関する啓発活動の実施回数
                                                         ※（　　）は当該年度の目標値

担当課
人権課男女共
同参画室

R3
事業計画

・DV防止の研修参加者にパープルリボンキャンペーン啓発素材を一緒に作成してもら
う。
・デートＤＶ防止啓発パネルを市内高校などにおいて巡回展示。パネル素材を印刷し
た小冊子も配布（時限事業ではなく、引き続き実施する）

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・巡回パネル展11回（これまで未実施だった学校での実施も実現）。街頭キャンペー
ン3か所。男女共同参画セミナー（DV)２コミュニティ。参加者と一緒に大きなパープ
ルリボンを作成（市役所展示に活用）

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題
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現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

・ＤＶやセクシュアル・ハラスメントなどの認識を高めるために「女性に対する暴力
をなくす運動」期間にキャンペーングッズ等を配布し啓発活動を行う。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・「女性に対する暴力をなくす運動」期間やその他の機会を捉えてキャンペーングッ
ズ等を配布し啓発活動を行う。
・DVネットワーク会議では職員への意識啓発を行い、窓口対応における連携体制の確
認及び見直しを行う。

R3
事業実績

91 数
値
目
標

担当課 子育て支援課

・保育参観や園行事、保護者会活動等、コロナ禍においてもできる開催の仕方を工夫
し、あらゆる暴力を許さないという意識がもてるよう啓発を行う。
・職員間で園内の虐待防止に取り組む。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・積極的に配布物等での啓発活動を行う。
・年齢に応じた具体的な場面から、あらゆる暴力を許さないという意識を日々の保育
の中でもてるようにしていく。
・自己肯定感を大切にし、友だちや周りの人と仲良くすること、自分も他人も傷つけ
てはいけないことを、日々保護者に呼びかける。
・職員の園内研修やセルフチェックで、子どもの人権を大切にする意識の重要性を持
たせていく。

R3
事業実績

92 数
値
目
標

担当課 幼保運営課

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画
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現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

R3
事業計画

・安全で安心して暮らせるまちづくりを目指して、関係機関と連携し、暴力の現状な
どについて情報共有を行う。

93 数
値
目
標

担当課
環境安全課(危
機管理課）

R3事業計画
に関する具
体的な目標

安全安心まちづくり協議会を年1回開催。警察、防犯協会、教育委員会、学校、地域
などとの情報共有を行う。

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

94 数
値
目
標

担当課 学校教育課

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

・DVやセクシュアルハラスメントなどを含めたあらゆる暴力を防ぐために、発達段階
に応じた人権教育の計画が立案されているか確認する。
・相談体制が取れるような職場環境を整備するよう校長会で周知する。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・各校で、相談体制が取れるような職場環境の整備が立案される。
・学校現場の教職員同士の人権感覚が向上され、互いに助言しあうことができる。

R3
事業実績
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施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値
担当課

人権課男女共
同参画室

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

・前年度に引き続き、コミュニティを対象として開催する男女共同参画セミナーの
テーマの一つに“ＤＶ防止”を設定。セミナー参加者に啓発主体として活動できるよ
うセミナー構成を工夫する。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・３コミュニティで実施（コミュニティ役員だけでなく、センター利用の生涯学習ク
ラブの人たちへも声掛けする）。
・セミナー参加者にパープルリボンを作成していただき11月のＤＶ防止パネル展で活
用する大きなパープルリボン作成に使用する。
・コミュニティ掲示板に男女共同参画クイズをあしらったパネルを展示（10コミュニ
ティ以上）。11月のクイズは、ＤＶ防止を訴える内容とする。

R3
事業実績

暴力に対する抑止力となるよう、地域の意識を高めるような啓発活動を行います。

95 数
値
目
標
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目標6　　配偶者などからの暴力の根絶　《重点目標》

施策
番号

【2】

施策の
内容

H28 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

①24か所
②２か所

(①26か所)
(②40か所)
①24か所
②24か所

(①30か所)
(②80か所)
①43か所
②59か所

(①34か所)
(②120か所)

①109か所
②82か所

(①38か所)
(②160か所)

①113か所
②165か所

(①40か所)
(②200か所) ①40か所

②200か所

H27 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

①19.1％
②19.1％

－ － －

（①50.0%)
(②50.0%)
①20.4％
②20.9％

①50.0％
②50.0％

《目指すまちの姿》
　市民がいかなる暴力も許さないという意識を持ち、ＤＶやセクシュアル・ハラスメントなど、あ
らゆる暴力のない社会が形成されています。

女性相談窓口の周知

イベントや研修会の場などで相談窓口の周知を行うとともに、民間店舗などに相談カードの設置な
どについて協力を求めます。

96

数
値
目
標

《指標》 相談カード・シールの設置か所数　①公共施設　　②民間施設
                                                                  ※（　　）は当該年度の目標値

担当課
人権課男
女共同参
画室

《指標》 ＤＶ相談の窓口として、次の相談先を知っている人の割合
　　　　　①丸亀市女性相談　　　②香川県子ども女性相談センター

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

①公共施設や民間施設、その他の協力してくれる企業などに、相談シールの貼付を依
頼する。
②暴力防止のための啓発を行う際に相談窓口の周知を行う（貼付効果の検証も行う）
③コミュニティセンターの掲示板に男女共同参画クイズのパネルを展示（相談窓口の
周知チラシも掲示）

R3事業計画
に関する具
体的な目標

①公共施設は目標値をクリアしているが、更なる積み上げを目指す。
②啓発活動を22回実施。※6【1】90 記載の数値　貼付効果の検証として市・県にお
いて窓口を知ったきっかけの聞き取り調査を依頼する
③コミュニティ掲示（11か所以上）

R3
事業実績
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目標6　　配偶者などからの暴力の根絶　《重点目標》

施策
番号

【3】

施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

《目指すまちの姿》
　市民がいかなる暴力も許さないという意識を持ち、ＤＶやセクシュアル・ハラスメントなど、あ
らゆる暴力のない社会が形成されています。

発見通報に関する関係機関への働きかけの実施

被害者を発見する可能性の高い保育士や教職員、救急隊員などに理解を促し、日常業務の中で被
害者が早期に発見されやすい環境づくりに努めます。

97 数
値
目
標

担当課
人権課男女共
同参画室

R3
事業計画

・子育て支援課と連携しながら、保育所、幼稚園、こども園に対して、DVに関する情
報提供や相談窓口の周知を行う

R3事業計画
に関する具
体的な目標

相談窓口の一覧表掲示の有無確認（メールで一斉に確認依頼する）。男女共同参画モ
デル園の職員対象に児童虐待（保育士による行為も含む）に対する情報提供（ヒアリ
ングも含む）、相談窓口の周知を行う

R3
事業実績

98 数
値
目
標

担当課
人権課男女共
同参画室

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

民生委員・児童委員や人権擁護委員に対し、被害者の早期発見などについて、理解と協力を求め
ます。

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

ＤＶ防止啓発活動について、人権擁護委員や民生委員・児童委員と意見交換をし、必
要とされる情報提供に努める

R3事業計画
に関する具
体的な目標

効果的な意見交換会を開催するため、どのような手法でいつ、だれが実践するのか人
権政策担当及び社会福祉協議会と協議し、実施する（人権擁護委員に対し１回、民生
委員・児童委員に対し１回）

R3
事業実績
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目標6　　配偶者などからの暴力の根絶　《重点目標》

施策
番号

【4】

施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

・相談員の資質向上に向けて、県などが行う相談員の研修会及び事例検討会へ参加す
る。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・県や他機関が行う相談員の研修会及び事例検討会へ積極的に参加する。

R3
事業実績

《目指すまちの姿》
　市民がいかなる暴力も許さないという意識を持ち、ＤＶやセクシュアル・ハラスメントなど、あ
らゆる暴力のない社会が形成されています。

相談員の資質向上のための研修実施と心理的ケアの充実

被害者の人権に配慮した対応を行うように、相談員の資質向上に努めます。

99 数
値
目
標

担当課 子育て支援課
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施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

・相談員の資質向上に向けて、県などが行う相談員の研修会及び事例検討会へ参加す
る。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・県や他機関が行う相談員の研修会及び事例検討会へ積極的に参加する。
・毎日ミーティングを開催することなどで、負担軽減を図っていく。
・二人体制でケース対応し、相談員の負担軽減を図る。

R3
事業実績

100 数
値
目
標

担当課 子育て支援課

相談員のメンタルヘルスケアを行うなど、一人で抱え込むことのない体制をつくります。
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目標6　　配偶者などからの暴力の根絶　《重点目標》

施策
番号

【5】

施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

新庁舎において、落ち着いて相談できる相談室の確保に努める。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

相談室の確保に努め、安心して相談できるよう、プライバシーに配慮をしながら対応
する。

R3
事業実績

《目指すまちの姿》
　市民がいかなる暴力も許さないという意識を持ち、ＤＶやセクシュアル・ハラスメントなど、あ
らゆる暴力のない社会が形成されています。

相談室の整備

被害者のプライバシーが守られ、落ち着いて相談できる相談室を整備します。

101 数
値
目
標

担当課 子育て支援課
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目標6　　配偶者などからの暴力の根絶　《重点目標》

施策
番号

【6】

施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

・被害者の安全確保のため、スムーズに一時保護が行えるよう、県や警察との連携を
強化する。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・被害者の安全確保を第一に考え、スムーズに一時保護が行えるよう、県や警察との
連携を図る。

R3
事業実績

《目指すまちの姿》
　市民がいかなる暴力も許さないという意識を持ち、ＤＶやセクシュアル・ハラスメントなど、あ
らゆる暴力のない社会が形成されています。

ＤＶ被害者が一時的に避難できる場所の確保

緊急に保護を求めてきた被害者が、一時保護が行われるまでの間、一時的に避難できる場所を、
香川県子ども女性相談センターや警察と連携しながら確保します。

102 数
値
目
標

担当課 子育て支援課
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目標6　　配偶者などからの暴力の根絶　《重点目標》

施策
番号

【7】

施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

・｢家庭・学校等における暴力及びいじめ等対策連絡会｣、｢ＤＶ対策ネットワーク会
議｣において、暴力の実態や対応に関して庁内関係各課や関係機関と情報共有を行
い、共通認識を持てるようにする。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

ＤＶ被害者と同伴の子どもへの聞き取り内容を県担当者への実態調査を行い、その内
容を可能な範囲で連絡会・ネットワーク会議において情報共有を図る。そのうえで、
関係課との議論を進める

R3
事業実績

《目指すまちの姿》
　市民がいかなる暴力も許さないという意識を持ち、ＤＶやセクシュアル・ハラスメントなど、あ
らゆる暴力のない社会が形成されています。

ＤＶ被害者と同伴の子どもへの適切な情報提供と切れ目のない支援の実施

被害者の立場を十分考慮したうえで、自立した生活に向けた支援を行います。

103 数
値
目
標

担当課
人権課男女共
同参画室
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現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

まずは相談窓口の周知。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・男性トイレの鏡面に相談窓口を記載したシールを貼付（市内公共施設に10か所増。
民間施設に35箇所増）
・貼付効果を検証するために市・県の相談窓口で貼付実態を知っているかヒアリング
協力してもらう

R3
事業実績

男性被害者への支援の方法を検討します。

R3
事業計画

・自立のために最低限必要な住居と生活資金を確保するため、各関係機関の情報を収
集し、連携を強化していく。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・DV被害者の自立に向けた支援について、県と十分な連携を図り、住宅課、社会福祉
協議会、福祉課、幼保運営課及び学校教育課の協力を得ながら対応していく。
・一時保護から自立するまでの半年から１年の間、県営住宅で一時的に住居を無償提
供してもらえるよう働きかけていく。

R3
事業実績

104 数
値
目
標

担当課 子育て支援課

105 数
値
目
標

担当課
人権課男女共
同参画室
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施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

・男性への支援ができる情報を収集する。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・県への協力を仰ぎながら、市で対応可能なものを検討していく。

R3
事業実績

106 数
値
目
標

担当課 子育て支援課

男性被害者への支援の方法を検討します。
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目標7　　生涯にわたる男女の健康支援

施策
番号

【1】

施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

《目指すまちの姿》
　男女がお互いの身体的性差を十分に理解し合い、ライフステージに応じて心とからだの健康が保
持・増進されています。特に女性は生涯を通じて男性とは異なる健康上の変化や問題に直面するこ
とについて、女性自身が正しく認識・対応し、健康な生活を送っています。

男女の性をともに理解・尊重する意識の浸透

発達段階に応じて、児童、生徒が性に関する正しい知識と、自ら考え判断する能力を身につけられ
るよう、人権尊重の精神に基づく性教育を推進します。

107 数
値
目
標

担当課 学校教育課

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

・教育活動全体を通じて性教育ができるように、教科横断的に年間計画を立てたり、
現場でのトラブルに早急に対応できる体制を作ったりできるように指導する。
・LGBTに関する教材や指導案を各校に配布し、計画的な活用となるよう指導する。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・発達段階に応じた性教育を行うことにより、教職員、児童・生徒が性に対して正し
く理解できるようになる。
・LGBTに関する教材を活用した授業を行うことで、教職員、児童・生徒の知識や意識
が高まる。

R3
事業実績
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目標7　　生涯にわたる男女の健康支援

施策
番号

【2】

施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

《目指すまちの姿》
　男女がお互いの身体的性差を十分に理解し合い、ライフステージに応じて心とからだの健康が保
持・増進されています。特に女性は生涯を通じて男性とは異なる健康上の変化や問題に直面するこ
とについて、女性自身が正しく認識・対応し、健康な生活を送っています。

男女の心とからだの健康保持・増進対策の推進

男女が、ライフステージに応じて主体的に健康づくりに取り組むための支援を行います。

108 数
値
目
標

担当課 健康課

R3
事業計画

コミュニティや関係機関・団体と連携した健康づくりの啓発活動と事業の実施。
・コミュニティの各組織や団体等に、健幸の日・健幸10か条（４・５・７か条）の普
及啓発。
・男女の様々不安やストレスの軽減のための相談体制の充実と周知を図る。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・コミュニテイー誌、広報丸亀、健康だより等に「健幸の日」と「健幸10か条」
（４・５・７か条）の掲載を行う。
・心の健康相談の開催及び身近な相談場所の周知・啓発を効果的に行う。
・市民グループと連携し健康づくり講座等を開催する。

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

73



施策の
内容

H28 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

①16.2％
②14.6％
③13.8％

①15.7％
②14.4％
③13.6％

①15.5％
②14.4％
③13.6％

①15.2％
②14.4％
③13.5％

①12.9％
②12.5％
③11.5％

①50.0％
②50.0％
③50.0％

109
数
値
目
標

《指標》 ①乳がん検診受診率　　　　　　　②子宮がん検診受診率
　　　　  ③前立腺がん検診受診率
※測定方法の変更により、現状値をH27からH28に変更。変更内容：H27
測定方法は、国から示された人口（社保等加入者を除くよう計算した数
字）を母数とする。H28測定方法は、国から示される人口がなくなったた
め、4月1日の住民基本台帳搭載人口を母数とする。（目標値は変更な
し）

担当課 健康課

男女それぞれに特有な病気について、がん検診などの各種健康診査や特定健診などの受診促進
を行い、がんの早期発見、早期治療を促進します。

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

がん検診受診率向上に向けた広報や啓発の実施
・集団がん検診のインターネット予約の導入により、忙しい働く世代も予約・受診し
やすい体制にする。
・子育て広場・市内幼稚園・保育所、１歳６か月・３歳児健診利用者へ女性のがん検
診及び乳がん自己触診法を啓発する。・レディースデイ検診の実施。
・21歳・41歳にがん検診無料クーポンの送付。協会けんぽ健診とのがん検診同時実施

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・５月24日からインターネット予約の開始
・子育て広場・市内幼稚園・保育所、１歳６か月・３歳児健診利用者にがん検診受診
啓発
・レディースデイ検診を実施し、自己触診法や骨密度測定を実施し、健康づくりの
きっかけとなる健康教育を実施。
・協会けんぽと連携したがん検診の実施。

R3
事業実績
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目標7　　生涯にわたる男女の健康支援

施策
番号

【3】

施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

《目指すまちの姿》
　男女がお互いの身体的性差を十分に理解し合い、ライフステージに応じて心とからだの健康が保
持・増進されています。特に女性は生涯を通じて男性とは異なる健康上の変化や問題に直面するこ
とについて、女性自身が正しく認識・対応し、健康な生活を送っています。

女性の生涯にわたる健康保持・増進対策の推進

思春期から更年期まで、生涯を通じて大きく変化する女性の健康について女性自身が的確に自己
管理できるよう支援します。

110 数
値
目
標

担当課 健康課

R3
事業計画

思春期の健康に関する正しい知識の普及・啓発
・「子宮頸がんの予防」や「心の健康づくり」について情報発信する。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・高校１年生の女子に対して、保護者とともに自らの心身の健康づくりについて考え
られる機会として「子宮頸がん予防接種」「心の健康づくり」について個別通知を行
う。

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題
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施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

111 数
値
目
標

担当課 健康課

地域において安心して安全に子どもを産み育てることができるよう、妊娠、出産、子育てにわたり切
れ目なく支援を行います。

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

・妊娠期から子育て期における相談体制の充実を図る
・母子保健推進員、愛育班、市民会議メンバー他関係機関などと連携を図り、妊娠期
からの生活習慣病予防対策を推進する。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・特定妊婦の継続的支援に向けて支援体制の充実を図る。
・母子保健推進員、愛育班、市民会議メンバー、歯科衛生士などと連携し、健診や子
育て広場など機会を捉えて、「お口のマッサージ」「禁煙」について普及啓発を行
う。

R3
事業実績
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目標8　　困難を抱える人が安心して暮らせる環境の整備

施策
番号

【1】

施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

《目指すまちの姿》
　市の支援のほか、地域の人がお互いに目配りしながら、「困ったときはお互い様」と助け合う気
持ちで生活しています。そのため、ひとり親家庭や高齢者、障がい者などの様々な困難を抱えた人
も安心して生活しています。

ひとり親家庭への支援の充実

ひとり親家庭の母親や父親、その子どもに対して、子育て支援や就業支援など、各家庭の状況に
対応した支援を行います。

112 数
値
目
標

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・定期募集（年3回、計24戸程度）のうち、3戸程度を母子・父子世帯向けとする。

担当課
公共施設管理
課
(住宅課）

R3
事業計画

・市営住宅の定期募集の際、ひとり親家庭が優先して入居できる住居の確保に努め
る。

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題
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現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

113 数
値
目
標

担当課 福祉課

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

114 数
値
目
標

担当課 子育て支援課

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・手当や医療などの経済的支援を継続し、母子自立支援員の情報提供やハローワーク
との連携、また、社会福祉協議会や障がい者福祉などの協力を得ながら就労支援を
行っていく。
・高度なスキルを必要とする職業についての資格を取得できる給付金等を活用し、安
定した就労に付けるよう支援を行う。

R3
事業実績

R3
事業計画

・安心して生活をするための支援として、手当や医療などの経済的支援を継続し、ハ
ローワークと連携して就労支援を行う。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・小学生、中学生各10名程度、中学既卒者、高校中退者若干名の受入れを予定してい
る。生活困窮世帯の教育費負担軽減を図るとともに、登録者の出席率向上を目指す。

R3
事業実績

R3
事業計画

・生活困窮世帯及び生活保護世帯の小・中学生を対象に週2回学習支援を実施する。
（丸亀市福祉事業団へ委託）また、引き続き中学校既卒者や高校中退者の受入れも行
う。

事業の実施
状況を踏ま
えた課題
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現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値
教育総務課

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

就学奨励費について、支援の必要な家庭へ支援できるよう制度の周知に努める。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

子育て支援課の協力で、ひとり親世帯への制度の周知を行ってきたが、新庁舎では同
じ建物になり、保護者の移動が容易になることから、周知文書の配布だけでなく、制
度の具体的な説明や問合わせについても、より丁寧に行う。

R3
事業実績

115 数
値
目
標

担当課
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目標8　　困難を抱える人が安心して暮らせる環境の整備

施策
番号

【2】

施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

《目指すまちの姿》
　市の支援のほか、地域の人がお互いに目配りしながら、「困ったときはお互い様」と助け合う気
持ちで生活しています。そのため、ひとり親家庭や高齢者、障がい者などの様々な困難を抱えた人
も安心して生活しています。

高齢者が安心して暮らせる環境の整備

高齢者が家庭や地域で安心して暮らすことができるよう、地域生活の支援や生活環境の向上に取
り組みます。特に高齢単身女性の相対的貧困率が高い現状を踏まえ、安定した生活が営めるよう
支援を行います。

116 数
値
目
標

担当課 福祉課

R3
事業計画

・昨年度に引き続き、自立相談支援窓口「あすたねっと」を中心に、関係機関が連携
を図りながら、生活困窮者が抱える多様で複合的な問題解決に向けて取り組む。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・自立相談支援窓口「あすたねっと」が相談者の主訴解決に向けてのプランを作成
し、毎月関係機関と支援調整会議を開くなど、相談者に寄り添いながら「伴走型支
援」を行う。

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題
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現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

R3事業計画
に関する具
体的な目標

①生活支援体制整備事業による地域の協議体設置及び現状課題の把握、助け合いの取
組、を支援する。
②各コミュニティの高齢者移動手段確保事業の円滑実施及び事業推進を支援する。
③ブランチやコミュニティ、民生委員、老人クラブ等関係機関との連携を密に取り、
地域ケア会議を開催するなど、早期対応、支援を行う。

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

117 数
値
目
標

担当課 高齢者支援課

R3
事業計画

①生活支援体制整備事業の協議体設置の推進及び介護予防・生活支援サービスの充実
②高齢者移動手段確保事業の実施及び充実
③関係機関（ブランチ・民生委員等）と連携し、早期相談・支援につながるようネッ
トワークの充実

R3
事業計画

・振り込め詐欺などの特殊詐欺被害防止のため、出前講座の開催、Fネットの丸亀市
ホームページへの掲載。
・交通安全教室や交通安全全国運動の期間中にあわせたキャンペーン、運転免許証自
主返納者支援事業を実施。

118 数
値
目
標

担当課
環境安全課(危
機管理課）

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・広報10月号に「全国地域安全運動」期間にあわせて、防犯についての記事を掲載。
・高齢者対象の交通安全教室や自主返納支援事業では、反射材の着用の重要性を伝え
る。

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果
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現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

R3事業計画
に関する具
体的な目標

R3
事業実績

120 数
値
目
標

担当課 都市計画課

クリーン課

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

R3
事業計画

引き続き、要介護及び要支援認定を受けている方を対象として、ふれあい戸別収集を
行う。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

高齢者支援課（地域包括支援センター)と連携して、申込をされた対象者にサービス
を提供していく。

R3
事業実績

119 数
値
目
標

担当課
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目標8　　困難を抱える人が安心して暮らせる環境の整備

施策
番号

【3】

施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

《目指すまちの姿》
　市の支援のほか、地域の人がお互いに目配りしながら、「困ったときはお互い様」と助け合う気
持ちで生活しています。そのため、ひとり親家庭や高齢者、障がい者などの様々な困難を抱えた人
も安心して生活しています。

障がい者が安心して暮らせる環境の整備

障がい者が家庭や地域で安心して暮らすことができるよう、生活環境の向上や地域生活の支援に
取り組むとともに、社会参画のための支援を行います。特に障がいのある女性については、女性で
あることでさらに複合的な困難を抱えることがあるという視点に立って事業を行います。

121 数
値
目
標

R3事業計画
に関する具
体的な目標

引き続き、相談支援事業所と連携し、障がい者やその家族の必要に応じたサービスの
確保や、速やかに支援を提供できるような体制を図る。

担当課 福祉課

R3
事業計画

令和３年度からの「第３次障がい者基本計画」「丸亀市第６期障がい福祉計画及び第
２期障がい児福祉計画」の基本目標である障がい者や家族が地域で自立した生活を送
るために必要なサービスの提供ができるよう体制整備や施策を検討し、引き続き支援
を行う。

R3
事業実績

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題
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現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

R3
事業計画

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

数
値
目
標

123

R3事業計画
に関する具
体的な目標

R3
事業実績

担当課 都市計画課

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

引き続き、障がい者認定を受けている方を対象として、ふれあい戸別収集を行う。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

福祉課と連携して、申込をされた対象者にサービスを提供していく。

R3
事業実績

数
値
目
標

担当課 クリーン課

122
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目標8　　困難を抱える人が安心して暮らせる環境の整備

施策
番号

【4】

施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

相談支援体制の充実や生活情報の多言語化など、外国人への生活支援に努めるととも
に、交流機会の提供、地域活動への参画を促進する。
・本市国際交流協会との連携等による外国人相談業務の充実、日本語教室等の開催・
実施や、ＳＮＳを活用した多言語での情報発信の継続。

R3事業計画
に関する具
体的な目標

《外国人相談業務》翻訳・通訳を含め、年間1,500件程の相談対応。
　　　　　　　　（日本語、英語、スペイン語、中国語 他）
《日本語教室等》
外国人住民向け日本語教室の開催（水曜教室49回、日曜教室50回）、異文化理解教室
等（全4回）。
《多言語での情報発信》
本市及び国際交流協会の連携によるホームページやフェイスブック等の運用。

R3
事業実績

《目指すまちの姿》
　市の支援のほか、地域の人がお互いに目配りしながら、「困ったときはお互い様」と助け合う気
持ちで生活しています。そのため、ひとり親家庭や高齢者、障がい者などの様々な困難を抱えた人
も安心して生活しています。

外国人が安心して暮らせる環境の整備

国籍や文化などの違いにかかわらず外国人が安心して暮らすことができるよう、多言語による情報
提供や、日本語の学習機会などの学習支援を充実させます。また、外国人の地域活動への参画促
進に努めるとともに、市民の多文化共生への理解を深め、外国人が暮らしやすい環境の整備を進
めます。特に女性の外国人については、女性であることでさらに複合的な困難を抱えることがある
という視点に立って事業を行います。

124 数
値
目
標

担当課
秘書広報課
(秘書政策課）
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目標8　　困難を抱える人が安心して暮らせる環境の整備

施策
番号

【5】

施策の
内容

現状値 H29 H30 R元 R2 R3 目標値

目指すまち
の姿に対し
て、事業実

施により得ら
れた効果

事業の実施
状況を踏ま
えた課題

R3
事業計画

・性的少数者に関する支援・啓発を実施する

R3事業計画
に関する具
体的な目標

・市職員への研修
・相談窓口の開設
・交流会の開催
・意見交換会の開催
・啓発パネルの展示
・市の広報紙、ホームページ、フェイスブック等での性的少数者理解促進の情報発信
や啓発を実施

R3
事業実績

《目指すまちの姿》
　　市の支援のほか、地域の人がお互いに目配りしながら、「困ったときはお互い様」と助け合う
気持ちで生活しています。そのため、ひとり親家庭や高齢者、障がい者などの様々な困難を抱えた
人も安心して生活しています。

多様な性を認める意識の醸成に向けた啓発の実施

性的指向や性同一性障がいなどによって困難を抱える人について、理解を深められるよう啓発を
行うとともに、本市における支援の必要性などについて調査検討を進めます。

125 数
値
目
標

担当課 人権課
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